
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持

運営等措置

日置保育園アプローチ等
改修工事

白浜町 8,360,000 4,400,000

地域活性化措置 町営バス購入事業 古座川町 8,327,000 4,400,0006

7

1,000,000

3
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

児童用机・椅子購入事業 新宮市 4,318,325

5
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

AED（自動体外式除細動
器）購入事業

新宮市 819,500

4
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

消防団安全対策事業 新宮市 2,580,600

2
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

町道高畠線道路改良工事
に伴う舗装工事

有田川町 4,992,900 4,400,000

1 地域活性化措置 北山保育所運営事業 北山村 7,425,600

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考

6,565,000

3,000,000

410,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の概要 北山保育所運営経費（保育士の人件費３名８カ月分）

交付金事業の定性的な成果及び評価

子供たちの豊かな経験をはぐくむとともに、安定した保育・教育環境の実現、家庭の応援をできる環境を整備
できた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

3

評価年度（令和６年度）

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位

安定した保育・教育環
境の実現

保育士の人数３名の維
持

成果実績 人

令和６年度 事業終了年度 令和６年度

無

達成度 % 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

3目標値 人

地域活性化措置 北山保育所運営事業

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

「北山村過疎地域持続的発展市町村計画」７子育て環境の確保・高齢者等の保健及び福祉の向上・増進
村内の保育・教育施設は保育所・小中学校がそれぞれ1か所ずつとなっている。3歳児からの保育を実施して
いるが、2歳以下の子どもの保育環境がなく、女性の社会進出、村内での安定した定住環境の実現を妨げる
要因となっている。また、小規模な教育・保育施設では、施設面および人員面において、多様化する教育・保
育ニーズにこたえることが難しく、充実した保育環境・教育環境の保障が難しい側面がある。～略～村独自の
保育体制等のあり方を検討し、子供たちの豊かな経験をはぐくむとともに、安定した保育・教育環境の実現、
家庭の応援をできる環境を整える。

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 北山村

交付金事業実施場所 北山村大沼

番号 措置名 交付金事業の名称

1



うち文部科学省分

うち経済産業省分

総事業費 7,425,600 0 0

交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備考

保育士3人給料928,200×8カ月＝7,425,600

3

交付金事業の担当課室 北山村教育委員会

交付金充当額 6,565,000

6,565,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の評価課室 北山村教育委員会

活動見込 人 3

活動実績 人

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保育士 7,425,600

達成度 % 100

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和６年度

計 7,425,600



番号 措置名 交付金事業の名称

町道高畠線道路改良工事に伴う舗装工事2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

評価年度（令和6年度）

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

評価年度の設定理由

100

0

0

単位

交付金事業で整備した
道路の安全性の向上

交付金事業で整備した
道路に係る事故件数

成果実績 件

目標値 件

交付金事業の定性的な成果及び評価

　本交付金を活用し、舗装工事を行うことにより、道路の安全性と利便性の向上につながり、周辺住宅地への
アクセスの向上につながった。

達成度

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

第２次有田川町長期総合計画（2017～2026）
　基本目標3：自然と共生し、快適に暮らせる生活基盤の整備
　政策6：だれもが快適に暮らすための生活環境基盤の整備
　施策18：交通基盤整備の充実
　基本事業1：消防体制の強化
　①地域の生活道路としての町道は、市街地や幹線道路整備と連携した計画的な整備を図りながら、安全性
と利便性の向上に努めます。
【成果目標】
　幹線道路や生活道路などの交通基盤が充実していると感じている住民の割合
　４６％（平成27年度）　→　５０％（令和８年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 有田川町

交付金事業実施場所 有田川町下津野

交付金事業の概要

　町道北筋西丹生図線と、令和４年度中に新設された町道北筋西丹生図２号線とを接続する町道高畠
線について、道路改良事業として本交付金事業（令和５年度）を活用して側溝を整備する工事を実施
したところである。
　令和６年度の本交付金事業おいては、町道高畠線の路面舗装工事を実施することにより道路の安全
性と利便性の向上を図り町道高畠線の供用を再開する。

%

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

備考

交付金事業の契約の概要

4,400,000

計 4,992,900

交付金事業の担当課室 有田川町企画調整課

交付金事業の評価課室 有田川町企画調整課

交付金充当額 4,400,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町道高畠線道路改良工事 指名競争入札 （株）TRACK　TECHS（有田川町） 4,992,900

総事業費 4,992,900 0 0

交付金事業の総事業費等 R6年度 年度 年度

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和6年度

町道高畠線道路改良工事に伴う舗装工事の施
工延長

活動実績 ｍ 100

達成度 % 100

活動見込 ｍ 100



児童用机・椅子購入事業

交付金事業の名称番号 措置名

3
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

普通学級、特別支援学級への新規格型　机、椅子一式を整備することによって学校環境の整備を行い、学校
教育の充実を図ることが出来た。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 %

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位

学校用備品の整備を行
い、学校教育の充実を
図る

普通学級、特別支援学
級への新規格型　机、
椅子の一式整備

成果実績 式

目標値 式

評価年度の設定理由

100

1

1

評価年度（令和6年度）

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

第２次　新宮市総合計画（平成30年度～令和9年度）
　政策目標　　       心豊かな人を育むまち
　政策　　　　　        教育の充実
　施策1　　    　      学校教育の充実
　主な取り組み5　  学校環境の整備を進めます

事業開始年度 令和6年度 事業終了年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新宮市

交付金事業実施場所 神倉小学校（千穂）、王子ヶ浜小学校（田鶴原町）、三輪崎小学校（三輪崎）

交付金事業の概要
学校で児童が使用している旧規格型（B5サイズ）の机、椅子について、教科書サイズのA4化及び使用
による経年劣化から新規格型（A4サイズ）の机、椅子を購入するもの。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

備考

達成度 % 100

活動見込 式 1

交付金充当額 3,000,000

交付金事業の契約の概要

3,000,000

計 4,318,325

交付金事業の担当課室 新宮市教育政策課

交付金事業の評価課室 新宮市企画調整課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

児童用机・椅子購入 指名競争入札 株式会社タイコー（新宮市） 4,318,325

総事業費 4,318,325 0 0

交付金事業の総事業費等 令和6年度 年度 年度

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和6年度

児童用机・椅子購入

活動実績 式 1



成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度（令和6年度）

消防団の充実強化を図
り、市民の安心・安全を
確保する。

防火衣一式の更新整
備

評価年度の設定理由

令和6年度は蓬莱分団ほか2件の防火衣一式を更新整備し、消防団員の装備活動資機材を充実し、強化す
ることにより、市民の安心・安全を確保することが出来た。

式

目標値 式

達成度 %

交付金事業の定性的な成果及び評価

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施。

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新宮市

交付金事業実施場所 新宮市蓬莱（蓬莱分団）ほか2件

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

【新宮市地域防災計画】
火災予防計画（消防力の強化）
消防本部・消防署及び消防団の体制整備
消防本部・消防署及び消防団間の緊密な連絡を確保するための組織を整備するとともに、その施設・装備活
動資機材を充実し、強化する。

事業開始年度 令和6年度 事業終了年度 令和6年度

成果実績

事業期間の設定理由

交付金事業の概要

新宮市消防団に配備している防火衣は、平成21年度に配備されたもので10年以上が経過しており、経
年劣化等により災害活動時に消防団員の安全確保に支障を来たしております。現在の防火衣は一体型
の防火衣であるが、防火衣の仕様をセパレート型［防火衣：KA-LUNA・ヘルメット：FD1］に更新整備
することにより、耐熱・耐炎性及び機動性が向上し、消防団員がより安全に活動できることに繋がり
ます。令和6年度は蓬莱分団ほか2件の防火衣の更新整備するもの。

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

番号 措置名 交付金事業の名称

消防団安全対策事業

100

1

1

4
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の総事業費等 令和6年度 年度 年度 備考

総事業費

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計

1,000,000

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和6年度

消防団員用防火衣一式購入

交付金事業の担当課室 新宮市消防本部

交付金充当額 1,000,000

2,580,600株式会社山口商会 新宮支店（新宮市）消防団員用防火衣一式購入 指名競争入札

交付金事業の評価課室 新宮市企画調整課

2,580,600

2,580,600 0 0

活動実績 式 1

活動見込 式 1

達成度 % 100



100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

救急資器材の整備により、消防・救急体制の充実を図り、市民の安心・安全を確保することが出来た。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

第2次　新宮市総合計画（平成30年度～令和9年度）
　政策目標　安心・安全に暮らせるまち
　政策　　安心な暮らしの実現
　政策2　消防・救急体制の充実
　主な取り組み　救急体制の充実強化を図ります。
　目標　救急資器材の整備により、消防・救急体制の充実を図り、市民の安心・安全を確保する。

事業開始年度 令和6年度 事業終了年度 令和6年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度（令和6年度）

消防・救急体制の充実
を図り、市民の安心・安
全を確保する。

AEDの更新整備

成果実績 式 1

目標値 式 1

達成度 %

5
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

AED（自動体外式除細動器）購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新宮市

交付金事業実施場所 新宮市消防本部（新宮市新宮）

交付金事業の概要
新宮市消防本部に配備しているAEDは、平成31年1月に配備されたもので令和7年1月で耐用年数の6年
が経過することから更新整備するもの。

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 新宮市消防本部

交付金事業の評価課室 新宮市企画調整課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

AED（自動体外式除細動器）購入 指名競争入札
セイコーメディカル株式会社 新宮営業所
（新宮市）

819,500

計 819,500

410,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 819,500 0 0

交付金充当額 410,000

達成度 % 100

交付金事業の総事業費等 令和6年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和6年度

AED（自動体外式除細動器）購入

活動実績 式 1

活動見込 式 1



交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度（令和６年度）

ふるさとバス２路線の維
持

ふるさとバス１台の購入

成果実績 台 1

目標値 台 1

達成度 % 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早急に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

入れ替えが完了したことにより２路線の維持が可能となった。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の概要
古座川町内には民間が運営する路線バスが無く、町営バスを運行しています。主要路線である２路線
を走るバスのうち１台が老朽化のため故障が頻発し、安全な運行に支障が出てきている状態であり、
買い替えを行いました。

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

古座川町第５次長期総合計画
【施策】ふるさとバス運行事業
【目標】２路線の運行

事業開始年度 令和６年度 事業終了年度 令和６年度

事業期間の設定理由

番号 措置名 交付金事業の名称

6
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

町営バス購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 古座川町

交付金事業実施場所 古座川町高池



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 8,327,000

交付金事業の担当課室 古座川町総務課

交付金事業の評価課室 古座川町総務課

4,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 4,400,000

マイクロバス 指名競争入札 (有)松下自動車工業所（古座川町） 8,327,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備考

総事業費 8,327,000 0 0

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和6年度

１台

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度 % 100



交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

地域の教育施設の維
持・管理を行い、教育
環境の充実を図りま
す。

日置保育園アプローチ
等改修工事１件の完了

成果実績 １件 1

目標値 １件 1

達成度 100% 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

腐食していたアプローチを改修することで、児童や保護者、保育士の安全を確保する事が出来た。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の概要
日置保育園の外部渡り廊下の通路屋根部分および点字ブロックが腐食、破損し危険であるため、これ
を改修します。

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第２次白浜町長期総合計画（平成３０年～令和９年度）
学校教育の充実（教育環境の充実）
学校施設の耐震対策を含めた整備充実に向け、計画的な取り組みを進めます。
目標：地域の教育施設の適正な維持・管理を行い、児童生徒が安心して教育を受けることができるよう、
教育環境の充実を図ります。

事業開始年度 令和６年度 事業終了年度 令和６年度

事業期間の設定理由

番号 措置名 交付金事業の名称

7
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

日置保育園アプローチ等改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白浜町

交付金事業実施場所 白浜町日置



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 8,360,000

交付金事業の担当課室 白浜町民生課幼児対策室

交付金事業の評価課室 白浜町日置川事務所住民福祉係

4,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

日置保育園アプローチ等改修工事 指名競争入札 有限会社野中建材（白浜町） 8,360,000

交付金充当額 4,400,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備考

総事業費 8,360,000 0 0

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和6年度

安全交通ノンスキッド点字タイル197枚
既設樹脂点字タイル撤去及び高圧洗浄
プライマー塗布及び点字タイル設置
屋外用300×300イエロー線
通路屋根片支持仕様　アンカーセット

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度 % 100



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考

2
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

射場下平線道路改良事業 田辺市 4,507,800 4,500,000

1
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

季楽里龍神高圧受電設備
改修事業

田辺市 1,647,800 1,647,000

3
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

かわべ保育所空調設備改
修工事

日高川町 8,398,500 6,172,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

季楽里龍神高圧受電設備改修事業

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

第２次田辺市総合計画
政策：第２章「活力」
施策：５．観光
単位施策：（１）観光
現状と課題：「熊野」や「紀伊半島」が国内外からの高い評価や注目を集め、今後も観光客の増加が予想
される中、観光を取り巻く環境の変化や新しい旅のスタイルなどの多様化するニーズに応じた観光施設の
機能の充実やおもてなし力の向上がより一層求められています。
施策の展開：来訪者が安心かつ安全に利用でき、また満足感が得られるような施設運営に努めるととも
に、再び訪れたいと感じてもらえるよう、施設機能の充実等に取り組みます。

事業開始年度 令和６年度 事業終了年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 田辺市

交付金事業実施場所 田辺市龍神村龍神

交付金事業の概要

季楽里龍神は市民と観光客との交流の拠点として住民福祉の増進を図るとともに、観光の振興に
質することを目的として設立された施設です。建築から15年以上が経過し施設及び設備の老朽化
が進んでおり、設備の更新を行うことから施設の長寿命化及び拠点施設としての機能維持を図り
ました。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度（令和６年度）

― ―

達成度 % ―

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ― ―

目標値 ― ―

設備の改修を行うことで、施設の長寿命化を図り来場者の満足度が向上しました。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和６年度

達成度 % 100

キュービクルコンデンサの更新

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備考

総事業費 1,647,800 0 0

交付金充当額 1,647,000

改修工事 指名競争入札 株式会社第一総業（田辺市） 1,647,800

1,647,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 1,647,800

交付金事業の担当課室 田辺市商工観光部観光振興課

交付金事業の評価課室 田辺市企画部企画広報課



交付金事業の概要

射場下平線は、先に集落が存在しており、住民には欠かせない生活道路であります。
水路工事を行うことで、降雨時（大雨・台風）の路肩崩壊といった危険を軽減し、通行を可能に
することで、住民の安全を確保しました。
水路工
延長L=73.8ｍ、幅員W=3.5ｍ～11.8ｍ

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

政策：第６章「快適」
施策：１．生活基盤
単位施策：（１）道路網
② 市道については、平成28年３月末現在で2,989路線、総延長1,372キロメートルとなってい
ますが、道路の整備水準を示す改良率は41.8パーセントであり、今後も計画的な整備が必要
であるとともに、老朽化している橋梁等の長寿命化対策が大きな誯題となっています。
・生活道路の利便性、安全性を確保するため、道路の局部改良や舗装、維持など効率的・効
果的な整備を進めます。
目標：地域住民の通行の安全を確保できること

事業開始年度 令和６年度 事業終了年度 令和６年度

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

射場下平線道路改良事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 田辺市

交付金事業実施場所 田辺市鮎川

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度（令和6年度）

― ―

達成度 % ―

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ― ―

目標値 ― ―

道路を改良することにより、地域住民をはじめとする通行者の安全が確保されました。

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和６年度

達成度 % 100

水路工
延長L=73.8ｍ、幅員W=3.5ｍ～11.8ｍ

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 R6年度 年度 年度 備考

総事業費 4,507,800 0 0

交付金充当額 4,500,000

4,507,800

4,500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 4,507,800

交付金事業の担当課室 田辺市建設部土木課

交付金事業の評価課室 田辺市企画部企画広報課

水路工事 一般競争入札 青木組（田辺市）



番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

かわべ保育所空調設備改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日高川町

交付金事業実施場所 日高川町大字小熊地内

交付金事業の概要
空調設備改修工事　かわべ保育所(５歳児保育室・遊戯室)の空調設備改修を行う（管工事）
かわべ保育所の空調設備は、平成１０年の保育所建築時に設置されたものであり、経年劣化により故
障が多く修理部品がない状態になっており、子ども達の体調管理の面から改修を行います。

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　第２次日高川町長期総合計画（後期基本計画：令和5年度～令和9年度）
　　第４章　だれもが元気になる健康福祉のまち
　　　３．子育て支援の充実
　　　≪主要施策≫
　　（４）仕事と子育てを両立させる社会づくり
　　　多様化する保育ニーズに対応した保育内容・サービスの充実、そのための保育士の確保及び
　　　資質の向上に取り組み、保育所の充実を図るとともに、放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
　　　を図ります。
目標：
　空調設備の改修を行い保育環境を改善する事により、子ども達や現場で働く保育士の体調面からも保育が
行いやすい環境とし保育所の充実を図ります。

事業開始年度 令和６年度 事業終了年度 令和６年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度（令和６年度）

― ―

成果実績 式 -

目標値 式 -

達成度 % -

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

本交付金の活用により、空調設備の改修をすることで保育環境が向上し、子ども達が快適な中で生き生きと元
気な活動が行えるようになりました。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和６年度

空調設備改修工事
空調機器①（５歳児保育室） 3台 室外機１台
空調機器②（遊戯室） 2台 室外機１台

活動実績 式 1

活動見込 式 1

達成度 % 100

交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備考

総事業費 8,398,500 0 0

交付金充当額 6,172,000

計 8,398,500

交付金事業の担当課室 日高川町住民課

交付金事業の評価課室 日高川町企画政策課

6,172,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

空調設備改修工事 指名競争入札 株式会社坂本組（日高川町） 8,398,500



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

7

6

5

4

3

2

1
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

大津荷敷屋線道路局部改
良事業

田辺市 3,195,500 2,692,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度（令和６年度）

― ―

達成度 % ―

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ― ―

目標値 ― ―

道路を局部改良することにより、地域住民をはじめとする通行者の安全が確保されました。

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

政策：第６章「快適」
施策：１．生活基盤
単位施策：（１）道路網
② 市道については、平成28年３月末現在で2,989路線、総延長1,372キロメートルとなってい
ますが、道路の整備水準を示す改良率は41.8パーセントであり、今後も計画的な整備が必要
であるとともに、老朽化している橋梁等の長寿命化対策が大きな誯題となっています。
・生活道路の利便性、安全性を確保するため、道路の局部改良や舗装、維持など効率的・効
果的な整備を進めます。
目標：地域住民の通行の安全を確保できること

事業開始年度 令和６年度 事業終了年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 田辺市

交付金事業実施場所 田辺市本宮町小津荷

交付金事業の概要

大津荷敷屋線は、旧国道でその先には集落が存在しており、住民には欠かせない生活道路であ
り、また非常時の迂回路としても重要な路線であります。
法面工事を行うことで、降雨時（大雨・台風）の法面崩壊といった危険を軽減し、通行を可能に
することで、住民の安全を確保しました。
法面工 延長L=13.0ｍ、幅員W=6.0ｍ

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

大津荷敷屋線道路局部改良事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 田辺市建設部土木課

交付金事業の評価課室 田辺市企画部企画広報課

法面工事 一般競争入札 竹内工務店（田辺市） 3,195,500

2,692,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 3,195,500

交付金充当額 2,692,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備考

総事業費 3,195,500

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和６年度

達成度 % 100

法面工
延長L=13.0ｍ、幅員W=6.0ｍ

活動実績 式 1

活動見込 式 1

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
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